
    年  月   日   週目 主日      四種類 地               

１.問題と唯一な答え 2.四種類の地 3.集中の時間 主日 4部「主に仕える女性
たち」(ルカ 8:26-39)

1)聖書
(1)問題に対する答えを記述
(2)聖書(Canon)－神の御言葉
は永遠の真理）

(3)人間の根本問題－創世記 3
章から始まる(神様から離れ
た問題、罪、サタンの奴隷)
(4)偶像崇拝・宗教の問題
①肉の為、自分の成功のため

②より多くの問題が起こる。

③真の神と偶像は同じでない

2)ヨハ 10:10(盗人が来るのは、
ただ盗んだり、殺したり、滅ぼ

したりするだけのためです)
(1)悪魔－宗教を通して人間
を滅ぼす･人間を神格化

(2)悪魔は、快楽中心、肉中心、
成功中心にして滅ぼす

(3)人間の幸せ(真の神様を主
人する人生)を奪おうとする。

3)真の解決－キリストが十字架
で死なれ復活(サタンを打ち砕
く・罪を赦す・神から離れた問

題を解決)－全ての問題を解決
4)イエス様の奇跡(ルカ 8章）
―神様である証拠

(1)嵐の中でイエスの命令で
嵐を静める(ルカ 8:22－25)
(2)6000の悪霊につかれた
青年を癒す(ルカ 8:26‐39)
(3)長血を 12年間わずらった
女が癒される(ルカ 8:43－48)
(4)会堂管理者の娘を生かす
(ルカ 8:49－55)

5)ヨハ 19:30(イエスは、酸いぶ
どう酒を受けられると、「完了し

た」と言われた)
(1)キリストが十字架につく
―問題を終えた(完了された)
(2)問題の解答―ただキリスト
(3)問題の中でキリストを
信じて味わう。

1)四種類の地(道ばた、岩地、いばらの地、良い地)
(1)種：御言葉、(2)農夫：伝道者、(3)地：御言葉を聞く人

2)「道ばた」の信仰：ルカ 8:12(あとから悪魔が来て、彼らが信じて救われる
ことのないように、その人たちの心から、みことばを持ち去ってしまうのです)
(1)道ばた：神様の御言葉を来ても理解できない・聖書と違う解釈をする
(2)理解できない、信じられない理由：道ばたでそらの鳥が来て種を食べ
てしまう―悪魔が奪って行っていく。

(3)Ⅱコリ 4:4(この世の神が不信者の思いをくらませて、神のかたちである
キリストの栄光にかかわる福音の光を輝かせないようにしているのです)
①悪魔の働き：罪人であること・神様から離れているのを分からせない。

②悪魔に打ち勝つ方法―①福音、御言葉を信じる、②福音、御言葉を悟

れないようにする悪魔の力をイエス・キリストの名前で打ち砕く。

3)「岩地」の信仰：ルカ 8:13(根がないので、しばらくは信じていても、試
練のときになると、身を引いてしまうのです)
(1)岩のせいで種が深く根をおろすことができず枯れる－福音を信じた
瞬間は喜ぶが、問題や事件がおこると、福音から離れる。

(2)イスラムの迫害―福音の信仰を持つ時に村から追放されたり殺害される)
(3)明治時代のバンド(横浜バンド、熊本バンド、札幌バンド）の人々は、
家族、社会から断絶される危険の中で命がけで盟約を立てて信仰した。

―結果として神様は祝福し日本の近代史に名を残すような人となる。

(4)悪魔は怖がらせる(今は迫害の無い時代)―問題の中でも最後まで信仰
4)「いばらの地」の信仰―ルカ 8:14(とかくしているうちに、この世の心づ
かいや、富や、快楽によってふさがれて実が熟するまでにならないのです)
(1)いばらの中に種が落ちると生え出るが実を結ばない。
(2)この世の心遣いや、富や、快楽によってふさがれてしまう。
(3)心遣いで惑わされる―救われた者は神様が責任を負うことを信じる。
(4)世の富みに執着―イエス様に全てあることを信じる(コロ 2:3)
(5)快楽(ゲーム,アルコール中毒)に溺れる－福音だけで幸せになるべき。
(6)Ⅰペテ 5:7－8(あなたがたの思い煩いを、いっさい神にゆだねなさい)
：思い煩いは信仰の成長の妨げ―主に委ね,ただ信じる時に主の力を体験
(7)Ⅰコリ 6:9-10(不品行な者、偶像を礼拝する者、姦淫をする者、男娼
となる者、男色をする者、盗む者、貪欲な者、酒に酔う者、そしる者、

略奪する者はみな、神の国を相続することができません)
①コリントの聖徒は罪を犯し続けた―神の子どもになっても実がない。

②悔い改めて主を主人とする・御言葉に従う生活―良い地として 100倍の実
5)「良い地」の信仰：ルカ 8:15(正しい、良い心でみことばを聞くと、それ
をしっかりと守り、よく耐えて、実を結ばせるのです）

(1)弟子とは主の御言葉に従う人(ローマ 16章、コロサイ 4章の聖徒）
(2)日本でイエス様を信じる人は祝福―信仰を捨ててしまうのは不幸・
イエス様を信じても、罪の中を歩む生活は十分に答えを受けれない。

(3)イエス様を主人とする生活―多くの祝福の実を結ぶ―体験すべき
(4)キリストの中に全ての祝福・全ての宝―最後まで信仰を持って進む

▲集中の時間を持つ―間違いの刻印を変える

1)イエスキリストを主人とすることに集中
(1)ヨハ 15:5(わたしはぶどうの木で、あなたが
たは枝です)―主人にする時に実を結ぶ
(2)ピリ 1:6(キリスト・イエスの日が来るまで
にそれを完成させてくださる)―自分を完成

2)御言葉を黙想、暗唱することに集中
(1)ヘブ 4:12(神のことばは生きていて,力が
あり,両刃の剣よりも鋭く)
①御言葉を信じる時－御言葉の通り導く

②御言葉は生きて力がある―自分を変える

③御言葉を黙想,暗唱―繰り返すことで刻印
―サタンの通路が遮断される

(2)御言葉の適応
①憂鬱な人:いつも喜び､祈り､全てを感謝
(Ⅰテサ 5:16－18)-御言葉を黙想する時喜び
②心配のある人:主に委ねる(Ⅰテサ 5:7－8）
③恐れを持つ人:主が共にいる（イザ 41:10）
④霊的な問題がある人:勝利するメッセージ
を掴む―御言葉が成し遂げられる。

(3)詩 119:105(あなたのみことばは、私の足
のともしび、私の道の光です)―御言葉が車
のライトのように自分の行く道を照らす

3)聖霊の働きで実が成ることに集中
(1)エゼ 36:26-27(わたしはあなたがたのから
だから石の心を取り除き、あなたがたに肉の心

を与える)―聖霊様の働きで自分の石の心を、
やわらかい心に変える―聖霊充満の為に祈る

(2)使 1:8(聖霊があなたがたの上に臨まれる
とき、あなたがたは力を受けます)
①霊的な呼吸の祈り―息を吐く時(罪や不信
仰),息を吸う時(聖霊充満・信仰)－霊的な力
②過越し,五旬節,収穫感謝祭を味わう。
③収穫感謝祭は実った稲穂を倉に納める

―実が実るまで信仰生活を続ける。

④献身の実,聖化の実,伝道の実を結ぶ。
結論:①日本でイエス様を信じることは恵み
-信仰を捨てたり罪を犯す生活-答えはない
②聖徒は良い地となる―多くの魂を生かす

③詩 126:5(涙とともに種を蒔く者は、喜び
叫びながら刈り取ろう)―霊的に成長して種
をまき実を結ぶ生活を歩むように

癒し

1．4種類の地
1)道端
Ⅱコリ 4:4
J＝X

2)岩の上
3)いばら－ヨハ 10:10
4)良い地
実→勝利

→伝道

2．集中の時間
1)使徒 1:1、3、8
2)キリスト
3)御言葉
エペ 6:17
へブル 4:12

4)エゼキエル 36:26－27
5)祈り

3．主に仕える女たち
1)マタ 27:56
2)ヨハンナ
3)たくさん
4)ローマ 16章
5)使徒 16:15



区域地教会（2017 年 6 月 11 日～6月 17 日）

【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「四種類の地のたとえ」(ルカ 8:4-15)

【讃美】 44(19） 賛美の歌声

【祈り】

①教会の祈りの課題

・「第二の RUTC 運動」（本部 元旦メッセージ）のメッセージの成就のために。

・「第二の宗教改革」（福音宣教教会 元旦メッセージ）。全聖徒が万民王、万民祭司、

万民預言者の使命を成し遂げ、2017 年に 1％福音化が成されるように。

・ 3 つの運動（区域地教会，レムナント，8000 教会･286 人の宣教師）の成就のため。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

とは、限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

講壇メッセージを通した御言葉・祈り・伝道

御言葉黙想

ルカ 8:15「しかし、良い地に落ちるとは、こういう人たちのことです。
正しい、良い心でみことばを聞くと、それをしっかりと守り、よく耐

えて、実を結ばせるのです。」

祈り

天の父なる神様。私が御言葉を信じ、御言葉に従う者として下さい。

私の中に、良い地となれない、道ばた、岩地、いばらの信仰がある

のであれば、それらを取り除き、ただキリストを主人として御言葉

を信じ従う良い地の者として下さい。また、キリストを主人として、

御言葉を黙想、暗唱すること、霊的な祈りをしながら聖霊充満を受

けることに集中するものとなれますように。そして、献身の実、聖

化の実、伝道の実を結ぶ者として用いて下さい。このお祈りをイエ

ス・キリストのお名前によってお祈りします。アーメン

伝道

今週の

ミッション

・御言葉の黙想・暗唱・書き起こし

・霊的な呼吸の祈り

呼吸の祈り

息を吐き出す時 息を吸い込む時

福音 私の悩みと心配を主に委ねます イエス・キリストは全ての問題の解決者です

信仰 私の不信仰を取り去って下さい 私に御言葉を信じる信仰を下さい

御言葉 私の罪を許して下さい 私に御言葉に従う信仰を与えてください

霊
私を邪魔するサタンの力は

イエス・キリストの名で打ち砕かれよ
私に聖霊充満を与えて下さい

感謝 私の過去の傷を全て捨てます 全ての事を感謝させて下さい


